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大学院教育改革支援プログラム

「研究と実務を架橋するフィールドスクール」

フィールドスクール応募申請書（2010年度）

【申請用紙各欄の大きさを変更しないでください。フォントは10-10.5ptを使用してください】　上記枠内は支援室が記入
申請者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　専攻・講座：　　　　　　　　　　　　　　　　
入学年度　：　平成　　年（    年）入学・編入
予備論文　：　提出済　　未提出　（選択；提出済みの場合、タイトルを記入）
タイトル：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主指導教員：　　　　　　　　　副指導教員：　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成２１年度のフィールドスクール参加：　有　　無　（選択）
連絡先：email：        @             　　　　　　　携帯電話番号：       -    -  　　  　内線番号:         
研究室所在建物・部屋番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．希望するフィールドスクール：　第一希望：タイ・ナミビア　　　第二希望：タイ・ナミビア・なし　　　　　　（希望するフィールドスクール開催地に○印をつけてください）

	２．希望するフィールドスクール前後の調査地（調査国）（フィールドスクール開催国と異なってよい）：


	３．参加を希望するフィールドスクール（第一希望）で学びたいこと、体験したいことと、それを将来の研究やキャリアにどのように活かすかについて述べて下さい。



	４．フィールドスクール前後におこなう研究テーマ：（和文と英文の両方を記載してください）


	５．研究内容：目的、背景、手法、特色、期待される成果などの項目に分けて簡潔に述べてください。


	６．フィールドワークに必要な経費（フィールドスクール期間中の経費（宿泊費・交通費等）を除く）。フィールドスクールへの参加のみの場合は、航空賃のみ記載
内訳（積算根拠を記載すること）：

（航空賃）

（その他必要な経費）

総額：　　　　　　円

	７．他からの助成：　　無　・　有　・　申請中　（選択）
*「有」or「申請中」の場合
助成機関（　　　　　　　　　　　　　）：期間（　　　　　　　　　　　）：助成金額（　　　万円）

	８．日程と調査計画

出発地、到着地（旅行伺いでは「目的地」）、調査地名･訪問先（旅行伺いの「用務先」に相当）、調査内容（旅行伺の「用務内容」に相当）について日付順に、日本（京都）出発から日本（京都）帰着まで、フィールドスクール期間を含めてすべて記入してください。

【記入例】

○月○日　京都→関空（鉄道）、関空→チェンマイ（航空便）

○月○日～○月○日　タイ・フィールドスクール参加

○月○日　チェンマイ→バンコク（航空便）、バンコク→ヤンゴン（航空便）、ヤンゴン→ヤンゴン管区ＡＢＣ村（バス）

○月○日～○月○日　ＡＢＣ村周辺の森林の植生調査

○月○日　○○州○○市の地域医療と公衆衛生に関する聞き取り（○○市の○○病院、○○市保健委員会、等）

○月○日　南オモ郡メツァ村周辺地域における参加型開発手法に関する聞き取り

○月○日　○○大学図書館（○○市）において○○に関する文献調査

○月○日　チェンマイ→関空（航空便）、関空→京都（鉄道）
（合計　　　日間）



申請書送付先：kaikaku@asafas.kyoto-u.ac.jp
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